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働き方改革実践企業として、新たに11社を認定！

第３回認定企業11社（申請順）
　 • ㈲高松製作所（福山北商工会）
　 • ㈱フィッツ（神辺町商工会）
　 • ㈱かこ川商店（神辺町商工会）
　 • 広島ガス高田販売㈱（安芸高田市商工会）
 　• 平畑建設㈱（三原臨空商工会）
　 • ㈲大杉組（三次広域商工会）
　 • ㈱チヨダパック（北広島町商工会）
　 • 大津建設㈱（三次広域商工会）
 　• ㈱イシカワ（佐伯商工会）
　 • 社会福祉法人優輝福祉会（備北商工会）
 　• 武田製麺㈲（上下町商工会）
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ジブラルタ・ロックは、安定性と信頼の象徴

企業の経営者様と従業員を守る、商工貯蓄共済付加保障制度
＜　担当：広島支社　・　福山支社　＞

コールセンター　0120－37－2269（ミナジブロック）
HPアドレス　　  http://www.gib-life.co.jp/

何百年もの間、荒波にもまれながらも形を変えない岩

ジブラルタ・ロック

それが、わたしたちのシンボルです

平
成
30
年
８
月
７
日
㈬
、
広
島
市
中
区

の
広
島
国
際
会
議
場
に
て
「
平
成
30
年
度

広
島
県
商
工
会
役
員
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
役
員
改
選
期
の
た

め
、
各
商
工
会
に
お
い
て
新
役
員
が
選
任

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
商
工
会
が
今
後

果
た
す
べ
き
役
割
な
ど
に
つ
い
て
研
修
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
、
県

内
の
34
商
工
会
か
ら
１
０
９
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、
日
頃
、
商
工
会
職
員
が

取
り
組
ん
で
い
る
経
営
支
援
事
例
を
商
工

会
役
員
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
今
年
度
の
経
営
支
援
事
例
発
表
大
会

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
高
陽
町
商
工
会

の
熊
谷
典
行
主
任
か
ら
「
コ
ッ
ペ
パ
ン
専

門
店
出
店
に
向
け
た
総
合
支
援
」と
題
し
、

平
成
28
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
高
級
パ
ン
店

の
売
上
が
伸
び
ず
、
既
存
の
１
０
０
円
パ

ン
店
も
利
益
率
が
下
が
り
続
け
る
中
、
全

国
的
に
ブ
ー
ム
に
な
り
つ
つ
あ
る
コ
ッ
ペ

パ
ン
専
門
店
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
、
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
ス
ト
ー

リ
ー
と
そ
れ
に
伴
う
経
営
支
援
に
つ
い
て

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、「
今
後
の
商
工
会
が
果

た
す
べ
き
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
商

工
会
連
合
会
の
森
義
久
会
長
が
講
演
。
ま

ず
始
め
に
、
全
国
商
工
会
連
合
会
の
新
会

長
と
し
て
、
自
身
の
紹
介
や
今
後
の
抱
負

に
つ
い
て
触
れ
た
後
、現
在
の
商
工
会
は
、

組
織
力
強
化
と
補
助
事
業
に
つ
い
て
の
着

実
な
成
果
を
求
め
ら
れ
、
商
工
会
が
実
施

主
体
と
な
る
こ
と
で
商
工
業
支
援
施
策
の

実
施
効
果
が
極
め
て
高
く
な
る
こ
と
を
常

に
内
外
に
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
組
織
一
丸
と
な
っ
て
の
取
組

体
制
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
今
後

５
年
間
、
全
国
の
商
工
会
が
取
り
組
む
べ

き
方
向
性
と
し
て
、
商
工
会
が
持
つ
地
域

経
済
団
体
と
し
て
の
存
在
意
義
、
支
援
機

関
と
し
て
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
・
強
み
を

今
以
上
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
と
と
も

に
、
81
万
人
の
会
員
組
織
と
し
て
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
今
後
も
商
工
会
は

自
立
し
た
地
域
経
済
を
確
立
す
る
牽
引
者

で
あ
り
続
け
る
よ
う
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
力
説
し
ま
し
た
。

第
３
部
で
は
、「
こ
れ
か
ら
の
商
工
会
」

を
テ
ー
マ
に
、
全
国
商
工
会
連
合
会
の
宮

本
周
司
顧
問
が
講
演
。
か
つ
て
は
、
前
政

権
時
に
行
わ
れ
た
事
業
仕
分
け
に
よ
り
商

工
会
が
逆
境
の
中
に
あ
っ
た
が
、
現
在
で

は
、
商
工
会
が
一
丸
と
な
っ
て
１
０
０
万

人
を
超
え
る
署
名
運
動
を
展
開
し
た
こ
と

に
よ
り
、

小
規
模
企

業
振
興
基

本
法
の
制

定
・
小
規

模
支
援
法

の
一
部
改

正
が
な
さ

れ
、
商
工

会
へ
の
追

い
風
が
吹

く
こ
と
と

平
成
30
年
春
の

褒
章
が
４
月
29
日

に
発
表
さ
れ
、
当

連
合
会
副
会
長
の

石
川
芳
秀
氏
が
、

藍
綬
褒
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
石

川
副
会
長
は
平
成

14
年
か
ら
連
合
会

の
理
事
及
び
副
会
長
を
歴
任
。
平
成
27
年

か
ら
は
総
務
委
員
長
と
し
て
、
県
内
商
工

業
者
支
援
事
業
の
充
実
並
び
に
商
工
会
運

営
の
安
定
化
に
寄
与
。
ま
た
、
会
長
を
務

め
る
備
北
商
工
会
に
お
い
て
は
、
管
内
の

商
工
業
者
が
減
少
す
る
状
況
を
打
開
す
べ

く
、
農
業
者
の
事
業
化
・
６
次
産
業
化
を

推
進
す
る
う
え
で
、
商
工
会
の
強
み
で
あ

る
記
帳
指
導
は
も
と
よ
り
、
商
品
改
良
や

販
路
開
拓
へ
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、
商
工
会
へ
の
加
入
者
が
増
加
し
、
組

織
基
盤
の
強
化
に
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。

な
っ
た
。
今
こ
そ
商
工
会
は
、
経
営
発
達

支
援
事
業
に
力
を
入
れ
、
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
更
に
組
織
の
存
在

意
義
を
高
め
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
熱
く

述
べ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
出
席
者
に
よ
る
懇

談
会
を
開
催
し
、
日
程
は
盛
況
裡
に
終
了

し
ま
し
た
。

平  成  30  年  度
広
島
県
商
工
会

役
員
セ
ミ
ナ
ー
開
催

県
連

石
川
芳
秀
県
連
副
会
長
が

　
　
　
　
　
　

  

春
の
叙
勲

藍
綬
褒
章
を
受
章

講演する全国商工会連合会の宮本周司顧問
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平
成
30
年
７
月
５
日
か
ら
７
日
の
未
明

に
か
け
て
、
広
島
県
の
広
範
囲
で
豪
雨
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
豪
雨
は
、「
平
成
30
年
７
月
豪
雨

に
よ
る
災
害
」
と
名
付
け
ら
れ
、
最
大
月

間
降
水
量
（
７
月
）
に
匹
敵
す
る
過
去
最

大
規
模
の
豪
雨
で
あ
り
、
県
内
各
地
で
土

砂
災
害
・
浸
水
被
害
等
が
発
生
し
ま
し
た
。

広
島
県
の
被
害
状
況
は
、死
者
１
０
９
名
、

行
方
不
明
５
名
、
住
宅
被
害
１
５
，１
７
１

戸
、
土
砂
災
害
１
，２
４
２
箇
所
、
浸
水

被
害
は
破
堤
12
河
川
、
越
水
82
河
川
と
未

曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

商
工
会
地
域
に
お
け
る
商
工
関
係
者
の

被
害
状
況
は
、
被
害
件
数
１
，３
０
０
件
、

報
告
が
あ
っ
た
被
害
額
だ
け
で
も
６
０
０

件
で
１
４
５
億
円
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

県
連
に
お
い
て
も
、
豪
雨
災
害
特
別
相

談
室
を
設
置
す
る
な
ど
、
迅
速
な
支
援
体

制
を
整
え
、
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め
、

被
災
事
業
者
の
相
談
も
５
０
８
件
（
９
月

末
現
在
）
に
上
り
ま
し
た
。

青
年
部
に
お
い
て
も
、
い
ち
早
く
被
災

地
へ
の
救
援
物
資
の
手
配
、
土
砂
や
災
害

ゴ
ミ
の
撤
去
、
重
機
を
持
ち
込
ん
で
の
復

旧
支
援
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
専

念
し
、
地
域
を
超
え
た
絆
で
復
興
に
向
け

て
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

災
害
直
後
の
７
月
17
日
に
は
、
世
耕
経

済
産
業
大
臣
が
、
被
災
事
業
者
の
視
察
に

高
陽
町
商
工
会
へ
訪
れ
、
商
工
会
長
は
じ

め
幹
部
と
災
害
支
援
に
関
す
る
意
見
交
換

を
行
い
、
早
期
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み
を
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
商
工
会
連
合
会
の
森
会
長

は
、
７
月
30
日
か
ら
広
島
県
内
の
被
災
商

工
会
（
江
田
島
市
、
三
原
臨
空
、
呉
広
域

安
浦
支
所
、
広
島
安
芸
、
県
連
）
に
お
見

舞
い
に
訪
れ
ら
れ
、
ご
厚
情
あ
ふ
れ
る
見

舞
金
を
届
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
被
災
事

業
者
か
ら
の
要
望
等
の
生
の
声
を
国
に
迅

速
に
届
け
る
べ
く
、
熱
心
に
意
見
交
換
を

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
豪
雨
災
害
に
は
、
国
か
ら
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
、
広
島
県
中
小
企
業

等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復
旧
整
備
補
助
事

業
、
被
災
地
域
販
路
開
拓
支
援
事
業
（
小

規
模
事
業
者
「
持
続
化
補
助
金
」）
が
用

意
さ
れ
、
復
旧
・
復
興
へ
の
支
援
措
置
が

講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

商
工
会
は
、
災
害
に
係
る
支
援
を
最
優

先
課
題
と
し
て
取
り
組
み
、
被
害
の
大
き

い
商
工
会
に
お
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
補
助

金
・
持
続
化
補
助
金
の
申
請
に
係
る
相

談
・
指
導
の
業
務
対
応
に
追
わ
れ
、
マ
ン

パ
ワ
ー
不
足
が
生
じ
て
お
り
、
９
月
初
旬

か
ら
10
月
初
旬
に
は
、
各
支
援
機
関
（
関

係
市
町
、
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
、
中
小
機
構

等
）
と
の
連
携
に
よ
る
応
援
派
遣
、
全
国

連
を
通
じ
て
他
県
連
か
ら
の
応
援
派
遣

（
４
県
連
、
９
名
）、
県
内
商
工
会
か
ら
の

応
援
（
７
商
工
会
、
８
経
営
指
導
員
）
を

受
け
る
な
ど
、支
援
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
・
熊
本
地
震
等

の
経
験
か
ら
、
復
興
に
は
時
間
を
要
す
る

見
込
み
で
、
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
関
す
る
支

援
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
ま
だ
被
災
事
業
者

へ
の
寄
り
添
っ
た
支
援
が
必
要
な
状
況
で

す
。
商
工
会
は
、
引
き
続
き
、
復
旧
・
復
興

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

７
月
豪
雨
災
害
に
よ
る

　
　
　
　
　
被
害
状
況

７
月
豪
雨
災
害
に
よ
る

　
　
　
　
　
被
害
状
況

全国連森会長からお見舞金を受け取る熊高会長

青年部ネットワークにより集まったランドセル133個を被災
地域へ寄付
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９
月
３
日
㈪
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会

と
広
島
県
商
工
会
議
所
連
合
会
は
、
広
島

商
工
会
議
所
に
て
「
第
３
回
広
島
県
働
き

方
改
革
実
践
企
業
認
定
制
度
認
定
証
授
与

式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
主
催
者
挨
拶
で

県
連
の
熊
高
一
雄
会
長
は
「
多
能
工
化
に

よ
り
生
産
性
を
向
上
し
た
企
業
、
健
康
経

営
を
ベ
ー
ス
に
社
員
個
々
の
資
質
を
伸
ば

す
企
業
、
自
社
の
経
営
計
画
書
を
社
員
が

携
帯
し
、
働
き
方
改
革
の
情
報
共
有
を
推

し
進
め
る
企
業
、
時
差
出
勤
制
度
や
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
休
暇
な
ど
を
取
り
入
れ
、
有
給

休
暇
取
得
率
を
向
上
さ
せ
た
企
業
な
ど
、

様
々
な
企
業
が
認
定
に
至
り
ま
し
た
」と
、

今
回
認
定
し
た
11
社
の
取
り
組
み
を
高
く

評
価
し
た
上
で
、「
今
後
も
商
工
会
と
し

て
こ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
、
働
き
方
改
革
の
機
運
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

授
与
式
に
参
加
し
た
湯
﨑
県
知
事
も

「
働
き
方
改
革
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
て

も
、
具
体
的
に
取
り
組
め
ず
に
い
る
企
業

も
少
な
く
な
い
。
み
な
さ
ん
は
良
き
手
本

と
な
る
優
良
事
例
で
す
。
県
と
し
て
も
こ

の
取
り
組
み
の
裾
野
の
拡
大
に
努
め
た

い
」
と
認
定
企
業
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
期

待
感
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
認
定
企
業
の
代
表
者
一
人
ひ

と
り
に
熊
高
会
長
か
ら
認
定
証
が
手
渡
さ

れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
広
島
県
働
き
方
改
革
実
践

企
業
認
定
制
度
審
査
委
員
会
審
査
委
員
長

で
県
立
広
島
大
学
経
営
専
門
職
大
学
院
の

木
谷
宏
教
授
は
講
評
で
、
今
回
の
認
定
企

業
の
ポ
イ
ン
ト
に
“
量
”
“
質
”
“
多
様

性
”
の
３
つ
を
挙
げ
、「
２
団
体
あ
わ
せ

て
昨
年
度
46
社
、
今
年
度
の
３
回
目
で
79

社
の
企
業
が
認
定
を
受
け
、
認
定
企
業
数

が
激
増
し
ま
し
た
。
取
り
組
み
の
レ
ベ
ル

も
間
違
い
な
く
向
上
し
て
い
ま
す
。
業
種

で
は
こ
れ
ま
で
製
造
業
や
通
信
業
、
流
通

業
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で

難
し
い
と
さ
れ
て
い
た
介
護
施
設
や
建
設

業
が
認
定
を
受
け
、
確
実
に
制
度
が
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、

拡
大
を
続
け
る
働
き
方
改
革
の
今
後
の
動

向
に
も
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

県
連

広
島
県
働
き
方
改
革

　
　実
践
企
業
認
定
制
度

　
　
　
　
　認
定
証
授
与
式

広
島
県
働
き
方
改
革

　
　実
践
企
業
認
定
制
度

　
　
　
　
　認
定
証
授
与
式

働
き
方
改
革
の
勢
い
を

反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、11
社
を
認
定

第
３
回

認定企業の特長ある取組みにも言及して挨拶する熊高会長

認定企業の「働き方改革」取組状況を一部ご紹介！

各社取組みの工夫や従業員の声など、より詳しい内容を随時
WEBでご紹介していきます。

https://www.active-hiroshima.jp/howtowork/

また、
 ・何から取組めばよいか知りたい ！
 ・業種・規模ごとの具体的な取組や成果を知りたい ！　など

「働き方改革」に関するお役立ち情報を、「Hint ! ひろしま」
（http:// hint-hiroshima.com/）にて配信中です。
ぜひ一度アクセスしてみてください ！

アクティブヒロシマ 働き方改革認定 検 索

ペアコム㈱

	 子育て世代もうれしい
	 時短勤務制度

（福山北商工会）
Vol.5

	 従業員による職場改善
	 「満足度向上計画」立案・実行

	 共働き世帯の応援
	 男性の積極的育児参加

	 生産性の向上
	 ＩＴ活用で職場環境整備

代 表 者：代表取締役  梨木　健太郎
所 在 地：福山市駅家町倉光134-1
事業内容：製造業　　　従業員数：77人

会社
概要

従業員の成長をベース
とした生きた働き方改
革を推進

（第２回認定）
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㈲高松製作所

	 “一生働きたいと思える”会社
	 従業員アンケートで満足度向上

（福山北商工会）
Vol.7

	 働きやすい環境づくり
	 定年退職後の雇用延長

	 職員研修・資格取得訓練で
	 多能工化の推進体制を構築

	 従業員の職場環境に応じ
	 非正規社員を正社員へ

代 表 者：代表取締役  髙松　信二
所 在 地：福山市芦田町福田1975-1
事業内容：製造業　　　従業員数：13人

会社
概要

小さい会社だからでき
る職場環境の実現や協
力体制を構築

	 ライフステージに対応
	 働き方が選べる体制整備

（安古市町商工会）

Vol.6

	 やる気と能力で昇進
	 「社員役員制度」の導入

	 従業員が使いやすい
	 時間有給制度のスタート

	 企業に提案
	 社内の「働き方改革」をパッケージ化

代 表 者：代表社員  瀬川　徳子
所 在 地：広島市安佐南区東原三丁目25番18号
事業内容：サービス業　　　従業員数：15人

会社
概要

経営状況をオープンに
し、生産性の向上を図
る

㈱かこ川商店

	 職場環境の改善
	 従業員の“ヒアリングシート”活用

（神辺町商工会）
Vol.9

	 働きやすい職場づくり
	 フレックスタイム・短時間勤務制度

	 従業員が助け合う
	 業務マニュアルで作業の標準化

	 明るい業界（企業）イメージ
	 職場や社員研修風景の可視化

代 表 者：代表取締役  水主川　嘉範
所 在 地：福山市神辺町川南636-1
事業内容：製造業　　　従業員数：21人

会社
概要

ワークショップ等で自
社業務の新しい価値を
発信

㈱フィッツ

	 従業員の原動力
	 健康経営の働き方作り

（神辺町商工会）
Vol.8

	 従業員が取りやすい
	 週1回のノー残業デー・リフレッシュ休暇

	 従業員にやさしい
	 インフルエンザ予防と熱中症対策

	 就業規則の改善
	 “自己評価シート”の活用

代 表 者：代表取締役  原井　佳雄
所 在 地：福山市神辺町字道上607-1
事業内容：サービス業　　　従業員数：5人

会社
概要

従業員の健康管理に、
経営的視点で取組む

（第２回認定）

社 会 保 険
労務士法人 たんぽぽ会
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平畑建設㈱

	 能力の発揮に役立つ
	 育児休業復帰プランの実施

（三原臨空商工会）
Vol.11

	 ライフステージに対応
	 在宅勤務制度の導入

	 共働き世帯への応援
	 男性の積極的育児参加

	 社内の情報共有
	 クラウドによる業務の簡素化・可視化

代 表 者：代表取締役  平畑　隆浩
所 在 地：三原市久井町和草485-2
事業内容：建設業　　　従業員数：18人

会社
概要

社内コミュニケーショ
ンツールの広報誌は町
内外にも配布

広島ガス高田販売㈱

	 自律の醸成と社内の情報共有
	 “経営計画書”を全従業員が携帯

（安芸高田市商工会）
Vol.10

	 従業員がよろこぶ
	 リフレッシュ休暇・時差出勤制度

	 高齢者が活躍できる職場
	 定年退職後の再雇用

	 親の働く姿に学ぶ
	 “子ども参観日”の実施

代 表 者：代表取締役  住吉　峰男
所 在 地：安芸高田市吉田町常友669
事業内容：卸売・小売業　　　従業員数：52人

会社
概要

家族の職場訪問を受け
入れる「子ども参観日」
を実施

㈱チヨダパック

	 従業員がよろこぶ
	 毎週末の“ノー残業デー”と誕生日休暇

（北広島町商工会）
Vol.13

	 仕事と家庭の両立目指す
	 育児休業の取得推進

	 ＩＳＯ9001：2015取得
	 品質・業務プロセスの改善・可視化

	 社内の情報共有
	 毎月発行「ゆめだより」

代 表 者：代表取締役  本田　正博
所 在 地：山県郡北広島町木次307
事業内容：製造業　　　従業員数：32人

会社
概要

ノー残業デーを全社一
斉にスタート、協力し
あえる風土に

㈲大杉組

	 健康経営で高齢者が活躍
	 定年70歳その後も再雇用

（三次広域商工会）
Vol.12

	 育児・介護での離職者無し
	 育児・介護休業制度

	 人材育成の取組
	 資格取得訓練、全額会社負担

	 ＩＳＯ9001：2015取得、ＩＳＯ14001：2015取得
	 業務プロセスの改善・可視化

代 表 者：代表取締役  大杉　正子
所 在 地：三次市三良坂町三良坂10037-10
事業内容：建設業　　　従業員数：21人

会社
概要

最年長（76歳）従業員
も現場で活躍中
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㈱イシカワ

	 新入社員の会社理解度向上
	 入社前の家庭訪問

（佐伯商工会）
Vol.15

	 若年層の人材育成
	 長期新入社員外部研修・資格取得

	 従業員が取りやすい
	 時間単位・半日単位の有給制度

	 ＩＳＯ9001：2015取得
	 品質・業務プロセスの改善・可視化

代 表 者：代表取締役  石川　直寛
所 在 地：廿日市市峠245-37
事業内容：製造業　　　従業員数：56人

会社
概要

新入社員の職場定着向
上を目指した幅広い取
組み

大津建設㈱

	 職場環境の改善
	 従業員意識調査の実施

（三次広域商工会）
Vol.14

	 高齢者が活躍できる職場
	 70歳まで働ける再雇用制度

	 仕事と家庭の両立目指す
	 育児休業の取得推進

	 コミュニケーション研修・資格取得で
	 多能工化の推進

代 表 者：代表取締役  熊本　孝司
所 在 地：三次市作木町大津398-1
事業内容：建設業　　　従業員数：24人

会社
概要

男性の育児休暇制度導
入など、柔軟な働き方
を支援

武田製麺㈲

	 従業員による職場環境改善
	 ”労働時間等設定改善委員会”の設置

（上下町商工会）
Vol.17

	 休暇がとりやすい
	 勤務間インターバル制度の導入

	 高齢者にやさしい
	 高齢者の労働時間短縮化制度の導入

	 ワーク・ライフ・バランス支援
	 業務繁閑に対応した休業日設定

代 表 者：代表取締役  武田　勉
所 在 地：府中市上下町井永187-1
事業内容：製造業　　　従業員数：10人

会社
概要

相談窓口を設けるなど、
職場意識向上と環境
改善に取組む

社会福祉法人優輝福祉会

	 従業員がよろこぶ
	 年2回以上のメモリアル休暇制度

（備北商工会）
Vol.16

	 共働き世帯の応援
	 最長3年の育児休暇（配偶者（男性）制度）

	 様々な理由で働きづらい方
	 “ボラバイト”で募集・活躍

	 子育て世代が働きやすい
	 事業所内保育施設・託児室設置

代 表 者：理事長  熊原　保
所 在 地：庄原市総領町中領家476
事業内容：医療福祉　　　従業員数：355人

会社
概要

全従業員面談、理事長
直通の提案企画書等で
業務改善を推進
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県 青 連 活動報告

全
国
大
会
開
催
に
当
た
っ
て

ま
ず
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ

り
被
災
さ
れ
た
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
の
は
、
ひ
と
え
に
商
工
会

関
係
者
の
皆
様
並
び
に
地
域
の
商
工
業
者

の
方
々
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
を
持
ち
ま
し
て
、
大
会
準
備

も
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
出
来
、
大
会
ま

で
１
カ
月
を
切
っ
た
今
、最
終
調
整
を
行
っ

て
い
る
最
中
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
い
た

だ
き
ま
し
た
お
力
添
え
を
糧
に
、
全
国
大

会
を
全
力
で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

皆
様
に
少
し
で
も
全
国
大
会
を
満
喫
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
こ
で
全
国
大
会

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　

北
広
島
町
商
工
会
青
年
部

　
　
　

前
河　

伸
弥
さ
ん
出
場
決
定
！

　

平
成
30
年
９
月
21

日
㈮
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
商
工
会
青
年
部

中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

交
流
会
高
知
大
会

に
、
芸
北
地
域 

北

広
島
町
商
工
会
青
年

部
の
前
河 

伸
弥
さ
ん
が
広
島
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。
各
県
代
表
が
自
ら

の
青
年
部
に
対
す
る
熱
い
想
い
、
取
組
を

発
表
す
る
中
、
前
河
さ
ん
は
第
一
声
で
神

楽
の
舞
歌
の
一
節
を
披
露
し
、
聴
衆
を
魅

了
、
そ
こ
か
ら
自
身
の
愛
す
る
神
楽
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
自
身
の
転
機
と
な
っ
た
青

年
部
活
動
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
見
事
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
11
月

21
日
㈬
に
開
催
す
る
、
第
20
回
商
工
会
青

年
部
全
国
大
会
広
島
大
会
へ
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。
前
河
さ
ん
は
全
国
大
会

で
は
１
番
目
で
発
表
を
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
お
り
、
ホ
ス
ト
県
と
し
て
大
会
を

勢
い
づ
け
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
る
よ
う
、
広
島
県

一
丸
で
応
援
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

 出
場
者
決
定

◆
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

青
森
県
南
部
町
商
工
会
青
年
部

　

モ
デ
ィ
株
式
会
社
（
取
扱
商
品
：SNS

）

福
島
県
あ
だ
た
ら
商
工
会
青
年
部

　

有
限
会
社
木
羽
屋
製
粉
（
取
扱
商
品
：

そ
ば
粉
）

◆
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

茨
城
県
つ
く
ば
市
商
工
会
青
年
部

　

JIM
COM

（
取
扱
商
品
：W

EB

ペ
ー
ジ
）

山
梨
県
西
桂
町
商
工
会
青
年
部

　

株
式
会
社
川
栄
（
取
扱
商
品
：
ネ
ク
タ
イ
）

◆
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

愛
知
県
東
郷
町
商
工
会

　

左
官　

巧
汢
（
取
扱
商
品
：
カ
マ
ド
）

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

兵
庫
県
川
西
市
商
工
会
青
年
部

　

ビ
リ
ー
ケ
ン
・
キ
ッ
ド
（
職
業
：
プ
ロ

レ
ス
ラ
ー
）

兵
庫
県
多
可
町
商
工
会
青
年
部

　

有
限
会
社
畑
中
義
和
商
店
（
取
扱
商

品
：
蒟
蒻
）

◆
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

岡
山
県
作
州
津
山
商
工
会
青
年
部

　

株
式
会
社
笏
本
縫
製
（
取
扱
商
品
：
ネ

ク
タ
イ
）

広
島
県
福
山
あ
し
な
商
工
会
青
年
部

　

株
式
会
社
キ
ッ
タ
カ
カ
ン
パ
ニ
ー

（
取
扱
商
品
：
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
フ
ィ
ル
タ
ー
）

香
川
県
土
庄
町
商
工
会
青
年
部

　

株
式
会
社
岡
上
食
品
（
取
扱
商
品
：
素
麺
）

◆
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

鹿
児
島
県
さ
つ
ま
町
商
工
会
青
年
部

　

H
ello

さ
つ
ま
（
取
扱
商
品
：
加
工
品
）

沖
縄
県
竹
富
町
商
工
会
青
年
部

　

波
照
間
島
黒
蜜
（
取
扱
商
品
：
黒
糖・黒
蜜
）

※�

各
出
場
者
の
事
業
内
容
や
こ
だ
わ
り
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
で
は
、
ひ
ろ
し

ま
の
魅
力
を
様
々
な
形
で
伝
え
る
べ
く
、

「
ひ
ろ
し
ま
産
業
展
」
と
い
う
展
示
会
を
行

い
、
飲
食
・
物
販
・
も
の
づ
く
り
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
と
い
う
４
部
門
か
ら
、
30
社
の
商
工
業

者
が
自
社
の
商
品
を
展
示
・
販
売
・
Ｐ
Ｒ
す

る
ブ
ー
ス
を
構
え
て
お
り
ま
す
。
大
会
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
詳
細
な
会
場
レ
イ
ア
ウ

ト
の
他
、
出
展
業
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ア
ク
セ

ス
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。。

商工会青年部
全国大会
広島大会

平成30年
11月21日（水）・22日（木）

第

20
回

主
張
発
表
大
会

商
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
全
国

４
万
７
千
名
の
青
年
部
組
織
を
活
用
し
、

自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
直
結
し
た
商
談
の

場
と
し
て
、
参
加
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ト
ー
ナ
ー
探
し
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

部
員
間
の
交
流
を
深
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
こ
で
出
場
者
の

紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

北広島町・前河氏が立ち上
げた事業「面処 前河屋」
で作成されたお面（面処 前
河屋 HPより）

「中国・四国ブロック大会の様子」

ひろしま産業展の会場となる県立総合
体育館「サンクンガーデン」

ひ
ろ
し
ま
産
業
展

商
人（
あ
き
ん
ど
）ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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旧
市
民
球
場
跡
地
で
行
う
大
懇
親
会
で

は
、
北
広
島
町
上
本
地
神
楽
団
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。
神
楽
は
通

常
裏
方
の
動
き
を
見
せ
な
い
の
が
本
来
の

形
で
す
が
、
今
回
は
ス
テ
ー
ジ
を
会
場
中

央
に
設
置
し
、
裏
方
の
動
き
も
見
て
も
ら

う
こ
と
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
一
つ
と
し

て
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
広
島

名
物
の
牡
蠣
汁
や
ビ
ン
ゴ
フ
ィ
ッ
シ
ュ

（
広
島
県
東
部
・
備
後
地
域
の
漁
師
１
、

０
０
０
人
に
選
ば
れ
た
25
種
の
魚
「
備
後

フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
を
使
用
）
を
ウ
ェ
ル
カ
ム

汁
と
し
て
入
口
で
お
出
迎
え
い
た
し
ま

す
。
そ
の
他
に
も
広
島
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド

で
あ
る
お
好
み
焼
き
や
神
石
牛
な
ど
、
広

島
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
青
年
部
屋
台
を

11
カ
所
構
え
、
さ
ら
に
比
婆
牛
を
使
っ
た

Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
よ
っ
て
、
全
国
か
ら
集
ま
る
青

年
部
員
の
方
々
を
お
も
て
な
し
い
た
し
ま

す
。
ひ
ろ
し
ま
産
業
展
と
同
じ
く
、
大
会

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
場
レ
イ
ア
ウ
ト

と
出
展
屋
台
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

 講
演
テ
ー
マ

　「
明
日
か
ら
取
り
入
れ
た
い
！

　
　
　
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
最
強
の
思
考
改
革
」

青
山
学
院
大
学
陸
上
競
技
部
を
箱
根
駅
伝

４
連
覇
へ
と
導
い
た
最
強
の
チ
ー
ム
作
り
の

ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
お
い
て

も
通
用
す
る
思
考
改
革
に
な
り
得
ま
す
。
今

大
会
基
調
講
演
を
機
会
に
、
青
年
部
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
商
工
業
者
の
皆
様
も
更
な
る

飛
躍
の
た
め
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
最

強
の
思
考
改
革
を
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

青
山
学
院
大
学
　
陸
上
競
技
部

　
　
　
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
監
督

　
　
　
　
原
　
晋
（
は
ら
　
す
す
む
）
氏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
６
７
年
、
広
島
県

三
原
市
出
身
。
世
羅
高
校
を

経
て
、
中
京
大
学
に
進
学
。

卒
業
後
、
陸
上
競
技
部
第
１
期
生
と
し
て
中

国
電
力
に
進
む
も
、
故
障
に
悩
み
、
５
年
目

で
競
技
生
活
か
ら
引
退
。
95
年
、
同
社
で
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
の
能
力
を
開
花
。
陸

上
と
無
縁
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
長
年

低
迷
し
て
い
た
青
山
学
院
大
学
陸
上
競
技
部

の
監
督
へ
の
就
任
話
が
舞
い
込
み
、

２
０
０
４
年
に
監
督
に
就
任
、
09
年
に
33
年

ぶ
り
の
箱
根
駅
伝
出
場
を
果
た
す
。
そ
の
後

も
箱
根
駅
伝
４
連
覇
、
大
学
駅
伝
３
冠
等
、

数
々
の
功
績
を
築
く
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
験
を

生
か
し
た
「
チ
ー
ム
づ
く
り
」「
選
手
の
育

成
」
で
陸
上
界
の
常
識
を
破
り
、
快
進
撃
を

続
け
る
。
世
羅
町
商
工
会
青
年
部
と
交
流
が

あ
り
、
こ
の
度
の
講
演
会
が
実
現
し
た
。 

《
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
》

充
電
す
る
時
に
い
つ

で
も
、
平
成
30
年
に
広

島
大
会
が
開
催
さ
れ
た

事
を
思
い
返
す
事
が
で

き
る
商
品
で
す
。
青
年

部
活
動
に
疲
れ
た
時
や

悩
ん
で
い
る
時
に
、
あ

の
感
動
し
た
主
張
発
表

大
会
を
想
い
返
し
て
も

ら
い
た
い
！
そ
し
て
明
日
も
が
ん
ば
ろ
う

と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
！
そ
ん
な
想
い
の

商
品
で
す
。

《
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
》

広
島
全
国
大
会
の
大
懇

親
会
は
11
月
の
屋
外
の
開

催
。
少
し
で
も
保
温
効
果
が

あ
り
、
使
い
勝
手
が
良
い
タ

オ
ル
で
す
。

全
国
大
会
が
終
わ
っ
た

後
で
も
、
日
常
生
活
に
も
使

え
て
、
大
会
テ
ー
マ
の
６
つ

の
「
和 
我 

技 

笑 

話 

環
」

が
青
年
部
活
動
を
支
え
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
！

大
懇
親
会

大懇親会の会場となる「旧市民球場跡地」

基
調
講
演

大
会
公
認
グ
ッ
ズ

是
非
、
全
国
の
皆
様
と
首
に
お
揃
い
の

マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
を
巻
き
広
島
の
夜
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

《
ネ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
マ
ー
》

広
島
全
国

大
会
は
11
月

開
催
、
季
節

は
秋
か
ら
冬

に
な
り
ま
す
。

こ
の
ネ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
マ
ー

は
、
首
に
つ

け
た
り
、ニ
ッ

ト
帽
の
代
わ

り
に
頭
に
か

ぶ
っ
た
り
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

屋
外
の
仕
事
の
時
な
ど
に
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
商
品
で
す
。

《
オ
リ
ジ
ナ
ル
ヘ
ラ
》

広
島
を
代
表
す
る
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
の
お

好
み
焼
き
は
、鉄
板
の
上
で
箸
を
使
わ
ず
、

小
さ
な
ヘ
ラ
で
少
し
ず
つ
カ
ッ
ト
し
な
が

ら
ア
ツ
ア
ツ
を
食
べ
る
の
が
常
識
。
全
国

大
会
が
終
わ
っ
て
、
広
島
の
お
好
み
焼
き

を
食
べ
に
行
く
時
、
家
で
お
好
み
焼
き
を

す
る
時
は
、
是
非
と
も
全
国
大
会
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ヘ
ラ
で
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
！

こ
の
広
島
の
熱
さ
と
一
緒
に
お
好
み
焼
き

を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

全
国
大
会
で
は
、
大
会
を
盛
り
上
げ
、

記
念
に
残
る
品
と
し
て
、
大
会
公
認
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
ま
す
。

青
年
部
自
身
が
グ
ッ
ズ
を
作
成
す
る
こ

と
で
、
青
年
部
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

に
繋
げ
る
他
、
全
国
大
会
へ
の
想
い
を

全
国
の
青
年
部
へ
伝
え
る
こ
と
が
出
来

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
熱
い

想
い
が
つ
ま
っ
た
大
会
公
認
グ
ッ
ズ
を

ぜ
ひ
、
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。



−   −10

広島支店（法人営業部）

国内・海外旅行はもとより、教育旅行、地域交流ビジネス、イベントの運営まで、ＪＴＢは幅広
くサポート致します。

私たちのフィールドは、移動・宿泊・食事・観光のすべてが織り成す「交流文化産業」です。

人が動けば、ご相談下さい。
ＪＴＢ 広島支店がお手伝い致します｡

㈱ＪＴＢ

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
、
７

月
５
日
㈭
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

広
島
に
て
、「
第
25
回
商
工
会
青
年
部
主

張
発
表
大
会
広
島
県
大
会
」
及
び
「
平
成

30
年
度
第
２
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

各
地
域
の
厳
し
い
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

の
は
、
芸
南
地
域
代
表
の
茂
木
武
志
さ
ん

（
五
日
市
商
工
会
青
年
部
）、
芸
北
地
域
代

表
の
前
河
伸
弥
さ
ん
（
北
広
島
町
商
工
会

青
年
部
）、
中
央
地
域
代
表
の
望
月
元
気

さ
ん
（
大
崎
上
島
町
商
工
会
青
年
部
）、

備
南
地
域
代
表
の
沖
聖
人
さ
ん
（
世
羅
町

商
工
会
青
年
部
）、
備
北
地
域
代
表
の
緒

方
翔
さ
ん
（
三
次
広
域
商
工
会
青
年
部
）

の
５
名
。
発
表
者
た
ち
は
緊
張
し
な
が
ら

も
、
青
年
部
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

や
学
ん
だ
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
に
つ

い
て
精
一
杯
語
り
ま
し
た
。

甲
乙
つ
け
難
い
主
張
発
表
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
中
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の

は
北
広
島
町
商
工
会
青
年
部
の
前
河

伸
弥
さ
ん
。
審
査
委
員
長
を
務
め
た

中
国
新
聞
社
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
局
の
三

藤
和
之
担
当
局
長
は
、
前
河
さ
ん
に

つ
い
て
「
気
迫
、
抑
揚
、
内
容
も
充

実
し
て
い
た
」
と
高
く
評
価
。「
神

楽
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
自
分
自
身
の

成
長
と
青
年
部
の
飛
躍
が
巧
み
に
表

現
さ
れ
て
い
た
」
と
し
な
が
ら
も
、

「
自
身
の
想
い
は
想
い
、
青
年
部
活

動
は
活
動
で
し
っ
か
り
と
分
け
、
あ

ま
り
神
楽
に
寄
り
過
ぎ
な
い
工
夫
を

す
る
と
も
っ
と
良
く
な
る
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
。「
完
成
度
が
高
い
発
表

だ
っ
た
が
、
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
て

次
の
大
会
に
臨
ん
で
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

そ
し
て
前
河
さ
ん
は
９
月
21
日
㈮

に
高
知
県
で
開
催
さ
れ
た
『
平
成
30

年
度
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

青
年
部
主
張
発
表
大
会
高
知
大
会
』

に
広
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
見

事
、
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
11
月
21
日
㈬
に

開
催
さ
れ
る
『
第
20
回
商
工
会
青
年
部
全

国
大
会
広
島
大
会
』に
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
と
し
て
の
出
場
が
決
定
し
ま
し

た
。
広
島
県
か
ら
の
全
国
大
会
出
場
は
、

前
河
さ
ん
で
４
人
目
と
な
り
ま
す
。

主
張
発
表
大
会
と
審
査
結
果
発
表
の
間

に
は
、『
平
成
30
年
度
第
２
回
商
工
会
青

年
部
研
修
会
』
を
実
施
。
第
１
部
で
は
、

青
年
部
員
が
自
社
の
商
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る

『
販
路
開
拓
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
』
を

行
い
ま
し
た
。

発
表
者
は
、
は
つ
は
な
果
蜂
園
の
松
原

秀
樹
さ
ん
（
大
野
町
商
工
会
青
年
部
）、

行
政
書
士
事
務
所F

R
E

E
D

の
中
尾
純
一

さ
ん
（
広
島
安
佐
商
工
会
青
年
部
）、
八

幡
高
原
酒
造 IR

IE ST
Y

LE

の
杉
原
幸

大
（
北
広
島
町
商
工
会
青
年
部
）、
オ
オ

ア
サ
電
子
株
式
会
社
の
長
田
淳
一
さ
ん

（
北
広
島
町
商
工
会
青
年
部
）、
㈲
や
ま
に

し
の
小
田
和
比
古
さ
ん
（
黒
瀬
商
工
会
青

年
部
）、
サ
ク
ラ
サ
ク
の
植
原
健
司
さ
ん

（
三
原
臨
空
商
工
会
青
年
部
）、
大
平
交
通

主張発表大会で最優秀賞に輝いた北広島町商工会青年部の前河伸弥さんと応援団のみな
さん

自社商品の魅力を伝えるプレゼン能力の向上に活かし
てもらおうと企画された研修会の様子

「
第
25
回
商
工
会
青
年
部

　
主
張
発
表
大
会
広
島
県
大
会
」及
び

「
平
成
30
年
度
第
２
回

　
　
　
商
工
会
青
年
部
研
修
会
」開
催

「
第
25
回
商
工
会
青
年
部

　
主
張
発
表
大
会
広
島
県
大
会
」及
び

「
平
成
30
年
度
第
２
回

　
　
　
商
工
会
青
年
部
研
修
会
」開
催

県
青
連
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す
」
と
話
し
ま
し
た
。
各
地
域
で
は
、
来

年
の
事
業
に
向
け
て
早
く
も
千
羽
鶴
の
作

成
が
始
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
県
女
性

連
で
は
、
今
後
も
本
事
業
を
継
続
し
て
実

施
す
る
予
定
で
す
。

奉
納
を
終
え
た
作
田
直
美

会
長
は
、「
今
年
も
無
事

に
各
県
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

千
羽
鶴
を
原
爆
の
子
の
像

に
お
届
け
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
各
県
か
ら

送
っ
て
く
だ
さ
る
折
り
鶴

の
中
に
は
、
も
ち
ろ
ん
商

工
会
の
関
係
者
が
折
っ
た

も
の
も
あ
り
ま
す
し
、
活

動
に
共
感
し
て
い
た
だ
い

た
地
域
の
方
が
折
っ
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
方
の
祈
り
を
し
っ
か
り
と
届
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
責
任
を
感
じ
て
い

ま
す
。
戦
争
の
記
憶
が
遠
ざ
か
っ
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て

い
く
必
要
の
あ
る
事
業
だ
と
考
え
て
い
ま

残
暑
厳
し
い
８
月
28
日
㈫
、
県
女
性

連
は
平
成
７
年
の
開
始
以
降
20
年
以
上

続
く
『
原
爆
の
子
の
像
に
千
羽
鶴
を
捧

げ
る
事
業
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
、

中
国
地
方
・
四
国
地
方
の
９
県
か
ら
届
け

ら
れ
た
折
り
鶴
は
約
４
万
羽
。
参
加
し
た

役
員
た
ち
は
、
想
い
の
こ
も
っ
た
千
羽
鶴

を
大
切
に
抱
え
な
が
ら
、
丁
寧
に
折
り
鶴

ブ
ー
ス
に
吊
る
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
９
年
間
、
副
会
長
と
し
て
事

業
に
参
加
し
、
会
長
に
な
っ
て
初
め
て
の

株
式
会
社
の
宍
戸
孝
行
さ
ん
（
尾
道
し
ま

な
み
商
工
会
青
年
部
）、
株
式
会
社
キ
ッ

タ
カ
カ
ン
パ
ニ
ー
の
橘
高
常
泰
さ
ん
（
福

山
あ
し
な
商
工
会
青
年
部
）、
株
式
会
社

チ
ア
フ
ル
の
岡
野
隼
人
さ
ん
（
三
次
広
域

商
工
会
青
年
部
）
の
９
名
。各
発
表
者
は
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
移
し
出
さ
れ
る
資
料
を
使

い
な
が
ら
、
自
社
の
特
徴
や
魅
力
を
わ
か

り
や
す
く
丁
寧
に
説
明
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｒ

さ
れ
た
商
品
は
ハ
チ
ミ
ツ
や
ど
ぶ
ろ
く
、

高
性
能
ス
ピ
ー
カ
ー
、
ペ
ッ
ト
霊
園
な
ど

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
。
参
加
者
た
ち
は
、
同

じ
青
年
部
の
仲
間
の
取
り
組
み
を
興
味
深

く
聴
き
な
が
ら
刺
激
を
受
け
て
い
る
様
子

で
し
た
。
全
員
の
Ｐ
Ｒ
終
了
後
、
中
小
機

構
中
国
本
部　

経
営
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
新
居
敏
春
氏
が
総
評
を
行
い
、
各
発
表

者
に
対
し
て
ひ
と
言
ず
つ
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
執
行
部
か
ら
広
報
、
交

流
、
総
務
、
振
興
、
研
修
の
各
委
員
会
の

今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

特
に
11
月
21
日
㈬
、
22
日
㈭
の
２
日
に

渡
っ
て
開
催
さ
れ
る
『
第
20
回
商
工
会
青

年
部
全
国
大
会
広
島
大
会
』
の
進
捗
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

主
張
発
表
大
会
閉
会
後
に
は
、
次
期
県

青
連
会
長
に
立
候
補
し
た
県
青
連
副
会
長

で
三
次
広
域
商
工
会
青
年
部
の
松
山
和
雄

さ
ん
が
意
思
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
立
候

補
を
決
意
す
る
ま
で
の
想
い
や
青
年
部
へ

の
熱
い
想
い
を
語
る
と
、
会
場
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

会
場
を
移
し
て
行
わ
れ
た
交
流
会
に

は
、
１
９
９
名
が
参
加
。
商
工
会
、
業
種

を
超
え
て
親
密
に
交
流
で
き
る
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

「
原
爆
の
子
の
像
に

   

千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
」

　
　
　
　
　
　
　
　実
施

「
原
爆
の
子
の
像
に

   

千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
」

　
　
　
　
　
　
　
　実
施

『
第
33
回

　親
善
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　県
大
会
』開
催

平
成
30
年
度

県女性連を代表して、原爆の子の像を訪れた役員
のみなさん本大会、シニア大会を共に制した大崎上島町商工会女性部チームのみなさん

女県 性 連 活動報告
10
月
11
日
㈭
、
広
島
県
立
総
合
体
育
館

小
ア
リ
ー
ナ
に
て
、『
第
三
十
三
回
親
善

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
県
大
会
』
が
開
催

さ
れ
、
今
年
は
本
大
会
に
八
チ
ー
ム
、
シ

ニ
ア
大
会
に
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。試

合
は
日
本
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
協

会
の
ル
ー
ル
に
準
じ
て
行
わ
れ
、
エ
ー
ル

や
笑
い
が
飛
び
交
う
中
、
賑
や
か
に
予
選

大
会
が
進
行
し
ま
し
た
。
本
大
会
の
決
勝

戦
に
進
ん
だ
の
は
、
安
芸
高
田
市
チ
ー
ム

と
大
崎
上
島
町
チ
ー
ム
。
結
果
は
、

熱
戦
を
制
し
た
大
崎
上
島
町
チ
ー

ム
が
優
勝
。
二
位
は
安
芸
高
田
市

チ
ー
ム
、
三
位
は
世
羅
町
Ｂ
チ
ー

ム
が
輝
き
ま
し
た
。
シ
ニ
ア
大
会

で
は
昨
年
の
覇
者
、
大
崎
上
島
町

チ
ー
ム
が
三
連
覇
。
二
位
は
安
芸

津
町
チ
ー
ム
、三
位
は
高
陽
町
チ
ー

ム
が
輝
き
ま
し
た
。
閉
会
式
で
成

績
発
表
が
行
わ
れ
、
作
田
会
長
か

ら
本
大
会
、
シ
ニ
ア
大
会
の
上
位

三
チ
ー
ム
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
た
ほ
か
、
参
加
者
全
員
に

景
品
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
審
判
員

が
選
出
す
る
Ｍ
Ｖ
Ｐ
賞
は
大
崎
上

島
町
商
工
会
の
菅
原
真
梨
さ
ん
と

五
日
市
商
工
会
の
国
沢
紀
代
子
さ

ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。
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全国商工会会員福祉共済

あなたも家族もまるごと守る！ 頼れる補償の

商工会の福祉共済

「病気」の
補 償

トータル
「がん」補償

シンプル
「がん」補償

「けが」の
補 償

13万人以上の
皆様にご利用

いただいています
「生命」の

保 障

お申込みはご加入の商工会まで

広
島
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
平
成
30

年
６
月
28
日
㈭
、
７
月
４
日
㈬
、
12
日
㈭

の
３
日
間
、
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
（
広
島
市

中
区
基
町
）
に
て
『
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
考

え
る
商
品
開
発
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し
ま

し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
小
規
模
事
業
者
に
お

け
る
商
品
開
発
の
中
核
を
担
う
人
材
の
育

成
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
企

画
・
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

講
師
に
、
株
式
会
社
ユ
ー
ミ
ッ
ク
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
代
表
取
締
役
で
中
小
企
業
診
断

士
の
渡
貫
氏
、
中
小
企
業
診
断
士
の
小
倉

氏
を
迎
え
、
第
１
回
で
、
商
品
開
発
の
考

え
方
や
コ
ン
セ
プ
ト
と
ス
ト
ー
リ
ー
作

り
、
第
２
回
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
顧
客

ニ
ー
ズ
の
考
え
方
に
続
い
て
、
第
３
回
で

商
品
の
魅
力
を
伝
え
る
方
法
と
そ
の
種
類

な
ど
な
ど
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
、
15
事
業

者
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
商
品
開
発
を

行
う
前
の
ス
ト
ー
リ
ー
づ
く
り
の
重
要
性

や
商
品
の
魅
力
的
な
魅
せ
方
、
商
品
の
魅

力
を
有
効
的
に
伝
え
る
ポ
イ
ン
ト
を
、
事

例
を
交
え
な
が
ら
解
説
す
る
と
と
も
に
、

コ
ン
セ
プ
ト
シ
ー
ト
や
商
品
カ
ル
テ
の
作

成
を
行
い
、
参
加
者
同
士
で
事
業
者
と
バ

イ
ヤ
ー
に
分
か
れ
、
本
番
さ
な
が
ら
の
実

戦
形
式
で
の
模
擬
商
談
な
ど
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
魅
力
的
な
商
品
開

発
・
販
売
に
向
け
た
一
連
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
18
日
㈬
に
は
、
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
事
業
者
に
対
す
る
個
別
相
談

会
を
開
催
。
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
魅
力
的
な
商
品

開
発
へ
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

来
年
度
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
よ
り
充
実
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
企
画
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

県　連

「
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
考
え
る

　
　商
品
開
発
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　
　
　
　

     

を
開
催

受講者たちは、本番さながらの模擬商談で自社商
品の魅力を訴えていました

セミナーでは商品の魅力を伝える方法と種類を学習
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高年齢者の再就職を支援しています

※定年、継続雇用終了、有期雇用契約満了により離職される方など

■一切費用はかかりません
■マンツーマンで支援いたします
■ハローワークなどと併用が可能です

■�事業主経由で退職日までに登録して
　ください

■退職後１年間まで支援します

登録は メリットは

60歳以上で、雇用契約の満了後に
再就職を希望される方

■広島事務所 ■福山駐在事務所

082-545-6800 084-９2７-３5１１
〒730-0036　広島市中区袋町3-17　シシンヨービル9階 〒720-0812 福山市霞町1丁目1-1  福山信愛ビル7階

FAX 082-541-5377 FAX 084-９27-3512TEL TEL

公益財団法人

産業雇用安定センター

広
島
県
商
工
会
連
合
会
東
部
支
所
で

は
、
10
月
２
日
㈫
、
福
山
市
も
の
づ
く
り

交
流
館
に
て
「
平
成
30
年
度
広
域
講
習

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
元
法

政
大
学
大
学
院
教
授
で
、
現
在
は
人
を
大

切
に
す
る
経
営
学
会
会
長
の
坂
本
光
司

氏
。坂

本
氏
は
70
万
部
を
超
え
る
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い

会
社
」
シ
リ
ー
ズ
の
著
者
で
も
あ
り
、
全

国
８
千
社
以
上
の
企
業
を
訪
問
・
調
査
し

て
き
た
経
営
学
の
専
門
家
。
現
場
の
実
態

を
踏
ま
え
、
ま
ず
最
初
に
経
営
に
お
い
て

大
切
に
す
べ
き
５
人
を
列
挙
。
そ
の
１
人

で
あ
る
「
社
員
と
そ
の
家
族
」
を
大
切
に

し
て
い
る
会
社
の
福
利
厚
生
制
度
や
、

「
障
が
い
者
等
社
会
的
弱
者
」
の
雇
用
受

け
皿
と
し
て
仕
事
を
つ
く
っ
た
会
社
等
を

紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
坂
本
氏
は
、

「
社
員
の
職
場
満
足
度
の
高
い
会
社
は
、

も
れ
な
く
業
績
が
よ
い
。
会
社
は
家
族
同

然
だ
と
捉
え
る
と
、
経
営
は
会
社
に
関
係

す
る
人
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
か
に
全

て
の
基
軸
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
そ

の
人
達
が
、
会
社
に
大
切
に
さ
れ
て
い
る

と
実
感
で
き
て
い
る
こ
と
も
重
要
」
と
述

べ
ま
し
た
。
一
方
で
、
指
示
待
ち
型
企
業

か
ら
脱
し
て
、
選
ば
れ
る
企
業
と
な
る
た

め
に
は
、
経
営
者
は
価
値
あ
る
経
営
方
針

を
明
示
し
、
実
力
を
つ
け
る
こ
と
、
と
語

り
ま
し
た
。

後
半
は
、
好
不
況
に
左
右
さ
れ
ず
に
利

益
を
出
す
、
い
わ
ゆ
る
「
い
い
会
社
」
を

客
観
的
に
判
断
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た

１
０
０
の
指
標
を
紹
介
。
人
財
育
成
に
関

す
る
具
体
的
な
経
営
体
制
や
数
値
を
解
説

し
、
会
社
の
財
産
で
あ
る
人
財
教
育
に
、

よ
り
多
く
の
時
間
と
お
金
を
か
け
る
こ
と

の
重
要
性
を
説
き
ま
し
た
。

最
後
は
、
受
講
生
の
質
問
か
ら
経
営
者

が
や
る
べ
き
３
つ
の
仕
事
に
言
及
。「
社

長
が
育
て
る
べ
き
は
後
継
者
。
社
員
に
教

え
る
教
育
よ
り
、
社
員
に
教
え
さ
せ
る
教

育
を
重
視
し
て
！
」
と
語
る
と
、
受
講
者

か
ら
は
「
そ
う
だ
っ
た
の
か
」
と
思
わ
ず

声
が
上
が
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

福
山
市
内
を
中
心
に
尾
道
市
、
東
広
島

市
や
三
次
市
な
ど
、
広
域
か
ら
約
１
５
０

名
の
受
講
生
が
参
加
し
、
坂
本
氏
の
提
唱

す
る
企
業
経
営
の
あ
り
方
を
学
び
ま
し
た
。メモをとりながら経営のヒントを探る受講生達

県連

平
成
30
年
度

広
域
講
習
会 

開
催

広
域
講
習
会 

開
催

従
業
員
を
幸
せ
に
す
る
経
営
と

人
財
育
成
に
つ
い
て
学
ぶ
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四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

電
話（
〇
八
二
）二
四
七  

七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

㈱近畿日本ツーリスト中国四国　広島支店

広島市中区立町１番２４号（有信ビル７階）
電話（０８２）２２１-７０３１
FAX（０８２）２２１-７０３９

広
島
東
洋
カ
ー
プ
は
、
９
月
26
日
㈬
、

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
て
、
球
団
史
上
初

の
セ
ン
ト
ラ
ル
リ
ー
グ
三
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。
27
年
ぶ
り
と
な
る
地
元
で
の
胴

上
げ
、
そ
し
て
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は

初
の
胴
上
げ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
快
挙
に
球
場
だ
け
で
な
く
広
島

の
街
全
体
が
多
く
の
フ
ァ
ン
と
県
民
で
赤

一
色
に
染
ま
り
ま
し
た
。
三
連
覇
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
背
負
い
な
が
ら
も
、
選
手

と
熱
烈
な
鯉
フ
ァ
ン
は
、
一
体
と
な
っ
て

「
諦
め
な
い
、
つ
な
ぐ
野
球
」
を
貫
き
、

逆
転
劇
場
を
何
度
も
見
せ
て
く
れ
た
選
手

の
勇
姿
に
、
県
民
は
感
動
し
、
熱
い
想
い

で
歓
喜
に
沸
き
、
連
覇
の
喜
び
を
大
い
に

味
わ
い
ま
し
た
。

平
成
11
年
に
開
設
し
た
「
ひ
ろ
し
ま
夢

ぷ
ら
ざ
」
は
、
今
年
で
20
年
目
を
迎
え
る

も
の
の
、
広
島
カ
ー
プ
の
地
元
で
の
胴
上

げ
を
見
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
。そ
こ
で
、

商
店
街
・
地
元
企
業
と
と
も
に
優
勝
セ
ー

ル
と
し
て
、
お
客
様
へ
の
感
謝
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
は
カ
ー
プ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
着
込
み
、
店
内
入
口
に
は
〝
セ
・
リ
ー

グ
三
連
覇
！ 

優
勝
お
め
で
と
う
！
〟
看

板
を
設
置
し
、優
勝
の
翌
日
か
ら
三
日
間
、

店
内
の
お
買
物
で
「
ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド
ポ
イ

ン
ト
五
倍
セ
ー
ル
」
を
実
施
。
ま
た
、
店

頭
の
日
替
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
出
展
事
業
者

の
協
賛
商
品
を
特
別
価
格
で
販
売
。
更
に

企
業
協
賛
に
よ
る
店
内
一
部
商
品
を
感
謝

価
格
で
提
供
す
る
等
、
店
頭
・
店
内
は
お

客
様
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

10
月
17
日
㈬
か
ら
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム

で
行
わ
れ
た
Ｃ
Ｓ
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
を
破
り
、
日

本
シ
リ
ー
ズ
へ
の
進
出
を
決
め
ま
し
た
。

県
民
・
鯉
フ
ァ
ン
は
Ｃ
Ｓ
突
破
の
健
闘
を

称
え
る
と
と
も
に
、
必
ず
日
本
一
の
栄
冠

を
掴
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
選
手

へ
感
謝
を
含
め
た
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。

開設20年目を迎える「ひろしま夢ぷらざ」は、連日多くのお客
様で賑わいました

【第189回全国商工会
        珠算検定試験】
１級満点合格者

（平成30年６月17日実施）

呉広域商工会
松山珠算学院
内堀八栄子

祝

「
お
客
様

感
謝
イ
ベ
ン
ト
」を

               

実
施

カープ
三連覇

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
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